
（　単位：千円　）

（県北地方振興局）

1
新
規

教
育
・
文
化

船橋観音堂の歴史と金谷川の
和算の継承活動を通して金谷
川地区の全ての老若男女子供
達の交流を促進する事業

船橋観音堂の歴史と
金谷川の和算継承
会

ソフト 4,188 2,764

　少子高齢化が進む福島市金谷川地区において、地域の歴史や文化の
継承を持続させるため、地域住民が共に地域資源を体験する機会を提供
した。
①和算を学ぶ会の開催。
②金谷川小学校での和算の学習
③「和算の本」と「石仏の本」の作成

R3.4.1～R4.2.28 福島市

2
新
規

交
流
・
定
住

土湯温泉1dayワーケーション
特定非営利法人土
湯温泉観光協会

ソフト 1,974 1,276

　福島県民が日帰りでもワーケーションできるという情報提供と環境づくりを
進めた。
①土湯温泉でのワーケーションツアー（5回）
②関東在住者によるワーケーション体験モニターツアー
③ワーケーション入門ＷＳの開催

R3.4.1～R4.2.7 福島市

3
新
規

交
流
・
定
住

伊達市高子地域生涯活躍のま
ち地域活性事業

一般社団法人アク
ティブライフだてな

ソフト 1,464 975

　少子高齢化や人口減少に備え、首都圏等市外から移住者、子育て世代
などを呼び込みながら、地域で不足する担い手を確保し、生涯活躍のまち
の実現を目指すための事業を実施した。
①ＤＡＴＥＺＯＭＥラボ（4回）
②高子ハロハロマーケット（2回）

R3.4.1～R4.3.31 伊達市

4
継
続
2

観
光
振
興

「歴まちサンポ（景観診断）」 桑折町商工会 ソフト 1,625 1,083
　交流人口の拡大と産業振興を図るため、町内商店街に県内外の大学生
に回遊させ景観診断を実施した。また、その結果や大学教授の調査、商店
街との意見交換を実施し、「桑折町の作法」という提案書を作成した。

R3.4.1～R4.3.31 桑折町

5
継
続
2

観
光
振
興

福島駅前通り歩行者天国活用
事業

ふくしま情熱通り実
行委員会

ソフト 5,411 2,716
　福島市中心市街地の賑わいを持続可能にし、駅前通りが市民の居場所
となるよう活用を促進し求心力を維持するため、福島駅前通りを歩行者天
国にして、イベント等を15回実施した。

R3.4.1～R4..3.31 福島市

6
継
続
2

観
光
振
興

復興もとみや「スマイル・リライト」
事業〜笑顔の距離 みんなを笑
顔でつなぐ〜

もとみや商店街協同
組合

ソフト 7,418 4,274

　令和元年の台風19号で水害にあった地域にある「みずいろ公園」におい
て、イルミネーションによる装飾、YOSAKOIフェス、クリスマスイベント等を実
施した。（ライトアップ期間：10月16日～1月10日、ウェブ上の写真イベント
応募者数162名）

R3.5.1～R4.2.10 本宮市

7
継
続
2

観
光
振
興

古関裕而のまちおもてなし事業
福島市ロケツーリズ
ム推進会議

ソフト 12,362 4,749
　「古関裕而記念館」エリアにドラマの再現セットや物販・交流スペースを整
備し、まちなかからの回遊性を向上させ、経済波及効果やシビックプライド
の醸成に繋げた。（古関裕而記念館年間入込数　17,000人）

R3.4.1～R4..3.31 福島市

実施場所
（市町村及び場所）

備考

令和３年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書（一般枠：その他の地域）
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（　単位：千円　）
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8
継
続
3

環
境
・
景
観

万世大路"魅力発信・継承"プロ
ジェクト

二ツ小屋隧道保存
会

ソフト 1,768 500

　地域資源としての万世大路の継承と、それを新たな観光資源とした地域
活性化を図るため、下記の事業を実施した。
①フィールドワークの開催（参加者 70名）
②記念講演会の開催（参加者 180名）

R3.10.1～R4.3.4 福島市

（県北地方振興局） 8件 36,210 18,337累計


